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映画業界や作品評価をする著名 web サイトである IndieWire が選んだ世界の映画祭ベス
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ト 10 には以下の映画祭が並んでいる。(1 位.カンヌ国際映画祭・2 位.サンダンス映画祭・3
位.トロント国際映画祭・4 位.SXSW 映画祭・5 位.アムステルダム国際ドキュメンタリー映

























































































フらの食費、宿泊費など撮影に伴う直接的な経済効果は、2016 年度では約 1 億 2 千万円で、


































































3. 映画と PBL(富川拓) 
本章では、まずアクティブラーニングの一種である PBL について概説する。次に、映画
と関連する PBL の実践研究を整理したうえで、映画と関連した PBL の今後について、筆
者らの取り組みである「滋賀国際映画祭」を事例として検討したい。 
 
























中沢らは上述の状況を problem-based learning と project-based learning の用語の混乱
として指摘した上で、学習目標の違いに注目して整理を試みている（中沢・松尾 2017）。   

























3.2．映画と関連する PBL の実践研究 
さて、このような特徴をもつ PBL であるが、本節では映画に関連した実社会での現在進
行形の課題の解決を目指す PBL の実践研究について概観、整理したい。 
まず、脇本の「PBL 型学習の事例検討と評価 : Planned Happenstance Theory 導入の提
案」では、著者が 2017 年度に実施した３つの PBL の実践例「映画観光ツーリズムの提案
と実践」「実践型課題解決インターシッププロジェクト Ai-SPEC 事業参画」「日本で唯一湖
に人が暮らす島『沖島』の地域活性化－幽霊伝説と笑いを活用したまちづくり『沖島落語

















瀬戸の「映画を事例シナリオとして活用した PBL の実践」では、problem-based learning
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したところ、2018 年 10 月現在、「映画 PBL」のキーワードでは４件の研究が確認できた。
「映画祭 PBL」では 0 件だった。なお「映画 アクティブラーニング」では６件の研究
が確認できた。 
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